
チャレンジの秋 

園長 垣脇 史枝 

早いもので、運動会から１か月が経とうとしています。 

運動会では、保護者や地域、平久小学校の皆様から温かい応援をいただいたことに心より感謝申し上げます。

お陰様でこどもたちは、日頃から幼稚園で楽しんできたことを伸び伸びと発揮することができました。 

保護者の皆様からは、 

・各プログラムよく考えられたストーリーがあり、楽しく伸び伸びと演技に取り組む様子が見られました。ペ

アやチームで取り組むプログラムでは、日頃から良好な関係性であることもうかがうことができました。 

・自分の出番だけでなく年長さんの踊りも一生懸命踊っていて可愛かったです。年長さんや小学生のボラン

ティアのこどもたちが運営に参加できるのも、こどもたちの成長にとって、とても素晴らしい取り組みだと

思いました。 

・平久幼稚園の運動会は、こどもたちが思いっきり楽しんで、一生懸命チャレンジして、失敗したり喜んだり

している姿に感動しました。 

など、温かいお言葉をたくさんいただきました。（本園のホームページでもご紹介しています。） 

保護者の皆様には、こどもたちを日々励ましていただいたこと、運動会の後にはたくさん褒めてくださったこ

とが、こどもたちの意欲や満足感、達成感となり、自信につながったのだと思います。 

いまも、こどもたちは、幼稚園で意欲的に様々なチャレンジをしています。 

年少りす組のこどもたちは、うんていやジャングルジムなどの固定遊具に取り組んでいます。つま先や指先を

懸命に伸ばし、うんていの棒に捕まることができた時には満面の笑み浮かべて、「先生、見て見て！」と教えて

くれます。友達のその姿に刺激を受け、「自分もやってみよう！」と取り組む子もいます。思うようにいかず、

落ちてしまうこともありますが、ぶつけたところを冷やしながら気持ちを立て直し、再度、チャレンジする姿も

ありました。（その後、見事にぶら下がることができました！） 

年中うさぎ組や年長ぱんだ組のこどもたちも、鉄棒や大縄跳びで今まで楽しんできた技よりもさらに上を目

指し、目をキラキラさせながらチャレンジを楽しんでいる姿が見られます。 

秋の心地よい気候の中、こどもたちがさらに意欲的にワクワクと心と体を動かしながら遊びを楽しめるよう、

環境を整えてまいります。 
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【１１月のねらい】 
年少 ・教師や友達の動きを感じながら、同じ物を持ったり身に付けたりして遊ぶことを楽しむ。 

   ・身近な秋の自然に親しみ、触れたり感じたりしながら遊ぶことを楽しむ。 

年中 ・自分の思いを動きや言葉で相手に伝えたり、相手の思いを聞こうとしたりしながら、友達と関

わって遊ぶことを楽しむ。 

・自分なりに伸び伸びと表現したり、学級の友達と一緒に動いたりする楽しさを味わう。 

   ・身近な秋の自然に親しみ、触れたり遊びに取り入れたりする。 

年長 ・共通の目的に向かって友達とイメージや考えを出し合ったり、気持ちを合わせたりしながら表

現することを楽しむ。 

・友達との遊びの中で自分なりに力を発揮し、認め合ったり励まし合ったりする。 

・秋の自然に興味や関心をもって関わり、季節の変化を感じたり、遊びや生活に取り入れ楽しん

だりする。 


